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高齢者虐待とは
 高齢者が住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らせるように、高齢者虐待について考えましょ
う。虐待の種類、主な具体例を紹介します。（こんなことが高齢者虐待にあたります）

※小樽市公式ホームページより

 身体的虐待

 殴る、つねる、蹴る、無理やり食事を口に入れる、やけど・打撲させる

 ベッドに縛りつけたり、意図的に薬を過剰に服用させ身体拘束、抑制をするなど

 心理的虐待

 怒鳴る、ののしる、悪口を言う

 話しかけているのに意図的に無視をするなど

 経済的虐待

 生活費を渡さない、使わせない

 自宅等を本人に無断で売る

 年金や貯金を本人の意思や利益に反して使用するなど

 性的虐待

 排泄の失敗に対する罰として、下半身を裸にして放置する

 わいせつな行為をしたり、強要するなど

 介護・世話の放棄・放任（ネグレクト）

 水分や食事を十分与えられないことで、空腹状態が長時間続き脱水症状や栄養失調状態にある

 入浴させず異臭がしたり、髪が伸び放題、皮膚が汚れている

 室内がゴミだらけなど劣悪な環境で生活させるなど



虐待の状況（全国）
厚生労働省の調査結果より（平成１９年度から毎年実施されている調査）



虐待の状況
（小樽市）

小樽市における高齢者虐待の通報・相談状況（平成27年度～令和元年度）

１．件数(新規受付分のみカウント、施設内虐待は含まず)

H27 H28 H29 H30 R元 R2

通報・相談件数 19 16 51 41 40 32

虐待認定件数 19 9 3
２．内容（重複あり）

H27 H28 H29 H30 R元 R2

身体的虐待 9 12 31 23 29 20

介護等放棄 2 1 14 5 3 3

心理的虐待 10 7 5 9 8 9

性的虐待 0 1 0 0 0 0

経済的虐待 3 1 11 11 6 2
３．通報・相談者

H27 H28 H29 H30 R元 R2

本人(被虐待者) 2 4 5 4 0 0

家族・親族 2 0 7 2 2 5

民生委員 0 0 0 1 0 0

事業所職員等 2 5 9 19 9 4

警察 11 1 25 11 25 20

行政職員 0 1 2 3 2 2

その他 2 5 3 2 2 1

計 19 16 51 42 40 32

虐待通報件数などについては、
ネットワークの構築や、包括
支援センターの整備など相談
しやすさから全国的には増加
傾向。市内の状況としてはば
らつきがある。



虐待の状況
（小樽市２）

４．被虐待者(疑いを含む)の年齢・性別

H27 H28 H29 H30 R元 R2

男

６５～６９歳 0 0 2 0 5 0

７０～７９歳 3 0 7 6 4 3

８０～８９歳 0 3 4 4 2 5

９０歳以上 1 0 0 0 0 0

計 4 3 13 10 11 8

女

６５～６９歳 2 1 3 4 5 1

７０～７９歳 11 8 14 8 13 12

８０～８９歳 2 4 16 10 10 11

９０歳以上 0 0 5 9 1 0

計 15 13 38 31 29 24

５．被虐待者(疑いを含む)介護認定の状況

H27 H28 H29 H30 R元 R2

要支援１、２ 2 4 4 0 3 3

要介護１ 3 5 7 4 4 3

要介護２ 2 2 10 9 5 5

要介護３ 0 0 5 6 4 1

要介護４ 2 0 5 3 1 3

要介護５ 0 0 1 2 1 0

その他 10 5 19 17 22 17

計 19 16 51 41 40 32

• 女性の割合が高い
• 要介護１・２の割合が高い



虐待の状況
（小樽市３

６．被虐待者(疑いを含む)から見た擁護者との関係

H27 H28 H29 H30 R元 R2

夫 7 8 13 8 11 14

妻 0 1 4 3 4 3

息子 7 3 22 22 15 7

娘 1 0 7 6 3 4

兄弟姉妹 2 0 1 0 1 0

その他 2 4 4 2 6 4

計 19 16 51 41 40 32

●地域包括支援センター 虐待対応件数(月間報告数の合計)

H27 H28 H29 H30 R元 R2

東南部 20 6 17 31 46 39

南部 14 22 35 47 69 33

中部 26 17 41 43 47 34

北西部 10 31 33 20 19 5

合 計 70 76 126 141 181 111

虐待通報後の対応
R2年度

通報
３２件

虐待認定
３件

分離
３件

虐待とは判断で
きず



小樽市高齢者虐待防止ネットワーク
 平成２０年度設置

 目的：各関係機関の協力を図り、高齢者虐待の防止、早期発見・早期対応を図
るため。

 流れ：

（１）虐待の発見・通報

（２）個別支援検討会議

（３）各ケースの支援

（４）定例会議

 メンバー：

市（福祉総合相談室、男女共同参画課、保健所）、地域包括支援センター、
民生委員協議会、人権擁護委員協議会、総連合町会、医師会、警察署、社会福祉
協議会、ケアマネ連協など介護関係団体



高齢者虐待対応の流れ（養護者の場合）

アセスメント

緊急対応（保護など）

処遇方針の決定

支援の実施

残された課題

解決の方法はさまざま。
分離を図ることですべてが解決
するわけではない。経済的な問
題は大きい。
(課題）緊急時の受け皿
※要介護の方の緊急引き受け先
がない（金曜日の夕方など）
終結をイメージして支援。





虐待対応マニュアル

家庭に直接かかわっ
ていく訪問介護サー
ビス、家庭から高齢
者を預かる通所型介
護サービス、小規模
多機能、グループ
ホームなど、介護従
事者の事業所の皆様
に配布予定をしてい
ます。在宅・施設に
関わらず改めて認識
いただきたく、ご覧
ください。



高齢者虐待対応の事例
グループホームでのできごとについて

在宅での高齢者虐待など、認知症が
起因する家族のストレス。多く存在
します。認知症の方が居宅生活を送
るグループホームでも、介護する側
は、多くのストレスも抱えながらお
仕事されていることと認識していま
す。

お金を取った、食べてはいけな
いものを口に入れてしまう。
排便をいじってしまう・・・・
などなど・・・
日々いろんなことが起こってき
ます。



重なる負担と、不安から

利用者を大きな声で制したり

排泄物をいじる行為を制するためにタオルで巻く

手を縛ってしまうなどの行為が散見されています。

高齢者虐待対応の事例

ほとんどの身体拘束ケースは、「不適切なケア」じゃないか・・・

と周囲が疑念に感じている中で、行われています。

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

通報・対応件
数

２ ６ 1 3 3 3 1 2

認定件数 3 1 0

施設虐待の対応状況

改めてその内容を振り返ってみましょう。



高齢者虐待対応の事例（高齢者虐待とは）※振り返り
 高齢者が住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らせるように、高齢者虐待について考えましょ
う。虐待の種類、主な具体例を紹介します。（こんなことが高齢者虐待にあたります）

※小樽市公式ホームページより

 身体的虐待

 殴る、つねる、蹴る、無理やり食事を口に入れる、やけど・打撲させる

 ベッドに縛りつけたり、意図的に薬を過剰に服用させ身体拘束、抑制をするなど

 心理的虐待

 怒鳴る、ののしる、悪口を言う

 話しかけているのに意図的に無視をするなど

 経済的虐待

 生活費を渡さない、使わせない

 自宅等を本人に無断で売る

 年金や貯金を本人の意思や利益に反して使用するなど

 性的虐待

 排泄の失敗に対する罰として、下半身を裸にして放置する

 わいせつな行為をしたり、強要するなど

 介護・世話の放棄・放任（ネグレクト）

 水分や食事を十分与えられないことで、空腹状態が長時間続き脱水症状や栄養失調状態にある

 入浴させず異臭がしたり、髪が伸び放題、皮膚が汚れている

 室内がゴミだらけなど劣悪な環境で生活させるなど



高齢者虐待（施設）対応状況

 介護従事者は通報の義務がある。（高齢者虐待防止法）

 通報が来るタイミング、ひと（通報者の秘匿。お伝えしづらい）

 家族から、今働いている人、過去に働いていた人、事業所からの事故報告など様々

 当該高齢者の身体状況確認

 虐待行為の確認（従事者への聴取）・・・施設所管（北海道や市地域密着事業所担当等と協同）

 時間がかかる

 介護給付費が減算されることがある

未然に防ぎたい



虐待の未然防止

介護現場のための高齢者虐待防止教育システム 【学習者用教材】
（仙台センター／平成20年度）より



高齢者虐待を防止するために
情報共有・話し合いましょう
虐待の背景要因の「逆」へ



地域で高齢者や障がいのある方、子育て
中の方など・・・支えあう仕組みづくり

 高齢者を地域で支える「地域包括ケアシステム」

 制度や分野での「縦割り」「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住
民や地域の多様な主体が「わが事」として参画し、人と人、人と資源が世代や
分野を超えて「丸ごと」つながっていくことで、住民一人一人の暮らしと生き
がい地域をともに作っていく社会 → 「地域共生社会」

 当事者を支援するのはもちろんのこと、今後の支援を円滑にしていくための仕
組みづくりに努めていきたいですね。

 地域福祉計画にも注目してみてください。

小樽市地域福祉計
画（たるたる支え
愛ぷらん）ホーム

ページ



お互いさまと支え合う「地域共生社会」
の実現は職場から

私たちは一人じゃない
気付きを共有しましょう

ご清聴

ありがとうございました。


